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対 し. モルモットでは dimethylpbosphorodithioic
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ている.また invitroにおいてもparathion(meth･
ylparathion)は肝臓などのホモジネ- トで. とくに

















































































みとめられる72･71･78,93). ラット, モルモットでは l'n
vl'voにfenitrooxonの生成が証明され7一), フェノー
ル仰成分としては L)-nitrocresolおよびその硫酸抱合
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早く湖 には82Pは :;器)…-0-蛋)102ミo比校的少ない117･118, 日




が大半を占め,の こ りは diethylphosphoricacid,
monoethylphosphoricacid および少丑のdesethyl･
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に含まれ その生理的意義が必ずしも明らか で ない
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節2裁 有機')ン化合物のラットにおける.T.t性経口,紐皮招性他★
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第3表 2,3の動物に対する有機リン化合物の急性経口毒性1小川 )
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阻!Ltされ ることにあ り,実際 EPNは 1lntlEvoに
cholinesteraseよりもはるかに強くラットのalieste･
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るところをみると,共力剤となるこれらの有機 リン化
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Methylparathion 0-0.005
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